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フ
ラ
ン
ク
社
会
に
お
け
る
大
土
地
所
有
の
存
在
、
と
く
に
君
主
や
聖
俗
両
界
の
貴
族
に

よ

.っ
て
所
有
さ
れ
た
多
く
の
広
大
な
ヴ
ィ
ラ
が
2

し 

た
こ
と
は
、
杏
定
で
き
な
い
產
で
あ
る
。
メ

 

ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
に
す
で
に
教
会
は
西
ョ
丨
ロ
ッ
パ
全
体
に
ち
ら
ば
っ
た
広
大
な
土
地
財
産
を
獲 

得
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
聖

響

は

膨

大

な

土

地

馨

を

所

有

担

。
：

'
し

か

し

讓

は

、：
多
く
の
ヴ
ィ
ラ
を
所
有
す
る
大
土
地
所
有
者
.や
単

フ

の

マ

，
ン

.ろ

地
令
が
指
示
し
て
い
る
よ
う
な
、
.
_

のr

シ
ネ
ス
を
所
有
し
、：
う
ま
く
そ
れ
ら
を
経
営
し
：て
い
る
中
位
の
土
地
所
有
の
ヵ
ー
ア
ゴ
リ

.

I
も
存
在 

し
、.
問
題
は
複
雑
な
姿
を
示
し
て
い
だ0
:
; 

" 

'

こ
の
よ
う
f

態
は
如
何
な
る
経
済
、
社
会
、
政
治
関
係
に
よ
ら
：て
：ひ
き
.お
|

れ
.た
の
、で
あ
ろ..う
：か
°

V

た
と
え
ば
軍
政
と
関
連
し
た
盲
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ど
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社
会
経
済
発
展
の.
:穿

7

^

'に
関
連
し
；て
い
た
。
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:
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.

.：
へ

：

.
'

/■.
i
t
i
c
h

が
ザ
ク
セ
'/
で
ほ
タ
'キ
ト
ゥ
ス
時
代
す
で
に
部
族
民
は
経
済
的
に
ー
ー
つ
め
等
族
に
分
解
し
て
お
り
、
領
主
的
に
生
活
し
、
軍
役
の
義

務
し
か
負
わ
'ぬ
'完
全
自
由
民
'

(Voufreie) 

；

と
耕
地
：を
耕
し
、
そ
の
貢
納
に
よ
っ.てV

o
I
I
f
r
e
i
e

を
養
う
隸
属
農
民(a

b
M
n
g
i
g
e

 

B
a
u
e
r
n).

に
分
が
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、
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•

て
い
た
と
す
る
の
へ
に
対
し.、H

e
c
k

-''

は
,'
'

为
ロ
リ
シ
グ
朝
の§
2:
1琢

は

、
«
§
6
3

で
あ
.る
：と
述
^

■
•

と
こ
ろ
で
い
わ
ゆ
る
グ
ルン
ト

ヘ

ル

ゾ

ャ
フ
ト
の
靡
史

的

使
命
の
一

つ

，が
古
ゲ
ル
マ
ッ
.社
会
に
お
け
る
部
族
的
奴
隸
制
か
ら
の
解
放
に
あ
る
と
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る
と
、
そ
の
よ
う
な
グ
ル
ン
ト
へ
ル
の
先
駆
と
し
て
の

W
i
t
t
i
c
h

の
い
わ
ゆ
るTa

c
i
t
u
s

時

代

のl
n
g
e
n
u
i
=
G
r
u
n
d
h
e
r
r

は
、
家
父
長
支

配

(
H
i
h
e
r
r
s
c
h
a
f
t
)

を
拠
点
と
す
る
部
族
的
制
約
の
も
と
で
の

H
e
c
k

の
い
わ
ゆ
る
ヵ
ロ
リ
ン
グ
時
代
の̂
^
§
£
0̂
 

-

.
 

-
 

.、

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

と
ひ
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1
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€

日̂
6
1
1
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^
2.
§
?

.部
族
奴
隸
制
に
も
と
づX
豪
族
的
支
配
.か
ら
軍
事
民
主
的
支
配
を
拠
点
と
す
る
封
建
的
領
主
制
へ
.の
転
換
は
フ
ラ
ゾ
ク
社
会
の
史
的
な
発
展
過 

程
の
基
本
的
な
：コ..丨
ス
'で
も
，あ
0
た
。.ッ
.：
ノ

F
r
i
e
d
r
i
c
h

 

L
i
i
t
g
e

の
.述
べ
た
よ
3

r
ダ

ル

ン

ト

へ

.ル
'の
側
か
ら
の
«
&

§

の
設
定
が
隸
農
に
対
し
て
著
大
な
意
味
を
も
ち
又
1
1
1
1
^
1
1
0
1
*
<
1
1
1
1
1
1
1

的

'

?〕

の
自
凼
農
民
へ
の
普
及
を
齎
ら
し
，た
が
、
，す
べ
て
の
自
由
農
民

.に
フ
ー
フ
ェ
制
度#
普
及
し
た
訳
で
は
な
か
っ
た
.。

こ
の
こ
と
は
同
時
に

制
度
に
つ
い
て
も
あ
る
て
い
ど
云
い
得
よ
う
。
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•

ゲ
ル
マ
ン
人
が
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
を
必
ず
し
も
ロ

 

-
マ
人
か
ら
う
け
つ
い
だ
の.尤
ば
な
く
、
む
し
ろ
自
主
的
な
発
展
が
問
題
で
あ
る
と

(

7) 

.

,
ノ

す
る
と
、
グ
ル
ン
ト
へ
ル
シ
ャ
フ
ト
形
成
の
動
態
が
考
慮
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
，

;丨

.

.1

メ 

ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
か
ら
力
ロ
リ

V

グ
時
代
に
ド
イ
ツ
地
方
で
は
大
土
地
所
有

(

教
会
、
貴
族)

が
形
成
さ
れ
た
が
、

フ
ラ
ン
ス
地
方
で
は

(

た
と

え
は
サ
ツ
•
シ
'ブ
ル
マ
ン.の
ポ
リ
フ
テ
丨.ク
で
は)

'
大
土
地
所
有
内
部
に
お
け
る
小
経
営

(

コ

ロ

ヌ

ス

経
営)

が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ド
ィ
ッ
地 

力

で

も
.大
土
地
所
有
の
内
容
の
：一
部
で
あ
る
ヴ
ィ
ラ
が
す
で
に
小
経
営
を
そ
の
体
内
か
ら
放
出
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
？
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D
o
p
s
c
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は
次
.の
よ
3

に
の
ベ
て
^

る
。

，

•

m
a
n
s
u
s
'

力
屢
.
々

へc
u

t

の

附

属

物

と

し

，
て

あ

ら

わ

れ

る

.
と

云

う

こ

と

は

-
:
 

J
g旨

が
考
え
た
程
の
賺
は
な
い
。
屢
々
逆
の
現
象
も
あ 

ら
わ
れ
る
.，0
1
1
^
.
_

ガ
必
ず
し
も
大
経
営
の
中
心
点
を
形
成
す
る
' 
弟
2-
1̂
1}1
0£
で
は
な
く
、cu

r
t
e
s

や

c
u
r
i
a
e
.

が

m
a
n
s
i

の
附
属
物
と
し
て 

あ
げ
ら
れ
て
い
兔
：C
I

.
が
す
で
.に

H
u
f
e
i

同
意
義
に
.用
い
ら
れ
る
事
も
起
る
。ロ
ル

シ

ユ

の
^

^

寄
進
さ
れ
た
I

の
附
属 

物

と

し
て
' H

a

纭 
'や

.

H
o
f

 

(
c
u
m
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狯.et c
u
r
F

 desuper)

が
特
に
あ

げ

ら

れ

ぶ
^

C
u
r
t
e
s
,

は
バ
ィ
ェ
ル
シ
で4

屢
I

く
い
，ろ
い
ろ
な
附
属
物
な
し
の
独
立
の
詹
で
あ
り
、

一
部
H

&
 

■
と
同
一
で
あ
る
。
又
同
じ
こ
と
が 

ウ
ェ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
や
ェ
：ル
ザ'ス

で

も

み

と

め

ら

:
ご

繰

返
し
m

l

の
寄
進
が
行
わ
れ
、

S
i

d

が
取
除
か
れ
た
の
で
個
々
の

H
u
f
e

は

一

部s
a

i
l

か
ら
成
立
し
た
に
相
違
な
い
。
王
が 

王
の
受
馨
と
修
道
院
の
交
換
，
I

認
し
た
八
三
華
の
ル
ド
ゥ
ィ
：ッ
ヒ•
ド

イ

ッ

證
 

.

.
、、
ハ
丨
ゼ
ル
の
東
南
方
の
村
落
内 

の
領
主
地
か
ら
除
か
れ
光

c
xcepto 

terra

へdl
i
c
a
t
a
:
)

八
フ
ー
フ
工
が
修
道
院
地
か
ら
与
え
ら
れ''
'
;修
道
院
は
.そ
の
か
わ
り
他
村
内
で
ヮ
ザ 

ル
が
こ
れ
ま
で
王.の
知
行
とし

，.

て
も
っ
て
い
た
も
の
之
領
主
地
が
ら
除
か
れ
た
七
フ
ー
フ

ェ

を

う

け

と

っ(
I)。

■
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l
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h
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m

a

e
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s
想

が

囊

に
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乙
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い
る
と
す
れ
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 1

1
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1

1

1
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穿

G
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s
c
M
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d
e
s 

l

l

l

 

&

大
部
の
資
料
集
は
、

ロ
丨
マ
の£

1

1

i
 

I

n

l

.の

.
4
う
に
：,

又
は
：t

e
r
r
a

 

d

o

l

lの
領
主
地 

の

h
l
'
E
u
f
e

の
農
民
的
小
経
営
へ
の
分
解
を
示
唆
す.る
こ
と
に
な
ろ
う
。
勿
論
自
由
農
民
，の
へ

A
x
i
l
:

 (Hufe).

や
貴
族
又
は
豪
族
のA

m

 

Q

寄

髮

i

領
主
地
'へ'の
.転
換
も
可
能
で
あ
っ
た
。'.ロ
ル
シ
.
ユ
聖
義
建
の
寄
進
文
書(D

l
i
o

か

H

f
 
I)

は
、

ラ
ィ
.ン
伯
ヵ
ン
コ
1

フ
ラ
ン
ク
社
会
に
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け
る
土
地
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の
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D
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a
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記
述
中
に „Cui*tis 

d
o
m
i
n
i
c
a
t
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h
a
^

へ

c

昏i
:
Y
I
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ノ(

領
主
め
ク
^

ア
ィ
ス
は
七
人
の̂

ロ
ヌ
ス
を
も̂

-
ダ
云
^

よ
う
^

領
主
鼠
営
地
が
’

コ
ロ
へ
ヌ
ス
の
小
農
経
営
を
生
み
出
し 

て
い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ、M

i
n
i
s
t
e
r
i
u
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i
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p
l
a
n
i
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で

も
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A
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a
t
a
w
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u
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I
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よ
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コ
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ヌ
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れ
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。
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コ
ロ
ヌ
ス
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フ
ラ
ン
ク
社
会
に
お
け
る
土
地
所
有
の
動
態
に
，つ

い
て
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■五

./

.

(

八
六I).



B

o

d 

^
 

:

*

6
<t
>
;
t
e
r
r
a

a.
:
0m
i
l
l
i
c
a
, 

i

g'
:

e
r
a

 

X
I
,
(
S
.

 

396;)

/: 

■-
 

'
 

•

 

•
 

■;
 

.
 

■
. 

:

v'.
;;
.
.
- 

-
,
.
'
•
:

..
■;
'_■
■
■
■ 

ノ.、-

「

...
-
:
.
■■
.
.
.
.
.

■■
.
. 

..

ン
■
.
.
',:
:
.
.
.
. 

.

.

.

.

.

、
-• 

V
.

.

.

.

.

■ 

• 

- 

■ 

- 

■ 

• 

- 

.

.

. 
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I
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'
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B
e
n
e
M
u
m
:
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'
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 v
i
l
l
a

-sa
m
l
o

 

habet.

D
e

 

t
e
r
r
a 

d
o
m
m
i
c
a

 
i
u
g
e
r
a

 

C
L
.

• 

• 

.
1

D
e
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.
•
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•

-
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、-5 *)

.こ
の
：よ
う
な
ベ
ネ
：フ
ィ
キ
ゥ

〕

人
^
機
能
と
内
容
は
軍
政
的
檄
能
と
広
汎
な
民
衆
の
生
活
莲
礎
と
し
て
の
経
済
的
内
容
に

H
e
M
c
h

 

D
a
m
e
n
b
a
s
r

 

は
、
.：
,
ベ
：手

....
 

ン
 

.

..

' 

> 

•
 

.
 
'
.

フ
ラ
ン
ク
の
王
が
そ
の
国
民
の.防
衛
力
を
支
配
で
き
を
と
す
る
と
、.な
ぜ
王
は
八
世
紀
以
来

L
e
h
e
n

に
よ
っ
て
ヮ
ザ
ル
を
手
に
入
れ
、
又
ヮ
ザ.
 

ル
を
特
別
*
忠
誠
の
誓
に
よ
づ
て
自
己
に
拘
束
し
、
又
そ
の
無
制
限
な
奉
仕
義
務
の
あ
る

„
a
l
l
g

'<t
>meinen U

n
t
e
r
t
a
n
e
n
v
e
r
b
a
n
d

卩
を
制
限
さ
れ
た

ぐ
，

.

.
 

.
： 

.

.

*
 

•

義
務
：に
よ
？
て
お
き
か
：え
、
又
そ
れ
を
な
く
す
る
.
ご

と

が

必

要

.で

あ

っ

た

の

か
。
タ
キ
ト
ゥ
ス
時
代
の
王
に
も
決
し
て
無
限
な
あ
る
い
は
囟
由
な
権

力
は
な
.ぐ
..c
b-
e
c regibts in&iita: 
§
ct
.
.
.
l
i
b
e
r
a

 potestas.s
)

と

■云
つ
た
こと
が

基

本

^
'に

^
れ

ら

れ

.て

い
る

o
.
.

(

お

..
そ

■ら
く

こ

■の
こ

.と

..はvolksgemeinde

.... 

...

の

，.

Demokratie...

か

^mili^rische'Demokratie;.

の

過

程

で

も

.変

.ら
な

.か

.っ
た

の

で

あ

ろ

う

。)

.

：

，

'
.
*

そ
：のL

e
h
e
n

を
放
棄
し
、
そ
の
土
地
で
静
か
に
暮
そ
う
と
す
る
者
は

(si 

in 
alode; suo 

quiete 

vivere 

v
o
l
u
e
r
i
r
)

何
も
要
求
さ
れ
な
い
。

,

.

.
 

，
一
 

(

15)
(neque aliud ab eo req

B.ratur
.
)

た

だ

祖
国
の
防
衛(defensio patriae

)
、

そ
れ
故
敵
の
侵
入
のさ
い

の
国
防
の
義
務
し
か
な
かっ
た

。

そ

の

よ

う

V

 

-

に
a
u
a
eに
.，は
侵
略
的
軍
事
義
務
が
な
く
、
国
土
防
衛
義
務
.し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
反
面

L
e
h
e
n
n
e
i

に
よ
る
国
家
的
統
轄
に
は
、
 

そ
れ
.を
自
凼
意
思
.で
放
棄
す
る
自
由
が
ワ
ザ
ル
の
側
に
あ
る
と
云
っ
た
：一
定
の
限
界
が
あ
つ
た
。'

だ
力l

i
l
r
e
.

 duplex in theodonis 

villa p
r
o
m
u
l
g
a
t
u
m

 (

a
n
'oo
0
5
.

 Dec

し(15.) 

•は
、「

神
の
奉
仕
に
托
身
し
よ
ぅ
と
欲
す
る
リ
ベ

リ

• 

ホ

不

ス

f
つ
V
て
.
ま
ず
余(

玉)

の
許
一
"
を

永

め

る

前

に

こ

の

こ

と

を

し

な

い

よ

ぅ

に

」
Q5. 

O
A

liberis hominibus qui ad servitium Dei se

tmdere:.volent, .ut.pHUS 

h
8
.

non.fatiant 
ぬuam.anobis licê

^
* 

-
 

•
 

.
 

-
 

••
 

.
 

-
 

...

こ
れ
.は
主
の
リ
ベ
リ
•
ホ

'
、
、
.ネ
ス
に
.対

す

る

い

わ

ゆ

る
1
1的
良1
0
3の
.関
係
が
強
.か
；
り

た

こ

と
':に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
ぅ
が
、
'
.聖

堂

へ

自

己

寄

進 

9

|

|

|)

す
る
こ
と
に
よ
？
て
軍
役
を
の
が
れ
る
の
を
阻
.止
す
る
.た
め
で
あ
ろ
う
。
'

.

.

.

従
っ
て
ガ
リ
ァ
出
兵
心
得
丨
緊
急
令
で
、

(

八
〇
七
年)

.
 

.

.

.

.

. 

•-

.V
I

、
ま
ず
第
一
に
■ベ
ネ
フ
イ
キ
ア
を
有
す
る
こ

と

あ
き
ら
か
な
も
の
は
、
出
陣
す
る

こ

と

。
.
'

-
 

*. 

、
+

ニ
、
自
由
民
が
、
.五
マ
ソ
ス
ス
.の
.財
産
を
有
す
る
こ

と

明
ら
か
な
れ
ば
、
同

じ

く

出
陣
す
る

こ

と

。

.

と
あ
る
よ
ぅ
に
_
土
防
衛
に
さ
い
し
て
ベ
ネ
_フ
イ
キ
ゥ
.ム
所
持
者
；に
き
び
し
く
の
ぞ
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
八
〇
八
年
の
催
兵
令
で
は
、

一
、
自

身

(

の
財
産)

と
し
て
保
持
す
る
四
マ
ン
.
ス
ス
，
も
し
く
は
他
人
の
ベ
ネ
フ
イ
キ
ゥ
ム
と
し
て
保
持
す
る
四
マ
ン
ス
ス
を
も
つ
す
べ
て 

，
の
リ
へ
リ
•
.ホ
ミ
，、不
ス
は
自
分
で
出
陣
の
準
備
を
し
、
，
単

独

で

出

陣

す

石

。

あ

^-
い
は
ま
た
も
し
そ
の
自
由
人
の
主
人
が
出
陣
す
，て
ば
、
 

そ
の
主
人(

セ
一1

ョー

ル.).

と
と
も
に
"
も
し
ぐ
は
そ
の
.コ
ミ
テ
と
と
も
に
出
陣
す
る
。

.

と

'云

ぅ

ょ

ぅ

に

f
 
0 

f
c 

 ̂

 ̂

 ̂

-
A 

i
t 

 ̂

 ̂

そ

れ

を

保

有

す

る

も

の

に

つ

、

て 

は
き
び
し
く
の
ぞ
ん
で
い
る
。
そ
し
て
と
の
リ
ベ
リ
•
ホ
、、、ネ
ス
が
ベ
ネ
フ
イ
キ
ゥ
ム
に
よ
々
主
人
を
ふ
つ
場
合
は
主
人
や
そ
の
コ
ミ
テ(

従
者) 

と

と

も

に

^
陣
す
る

よ

う

に
要
求
し
て
い
る0,

-

ぐ

:

;

従
っ
て
と
こ
で
は
リ
ベ
リ
•
ホ
ミ
ネ
ス
.の
王
へ(

の
：ligeitas

の
関
係
が
何
よ
り
も
優
先
し
、
次
ぃ
で
べ
ネ
フ
イ
キ
ゥ
ム
の
関
係
が
考
慮
さ
れ
て 

•
Vる

.由
'

D
a
n
n
e
n
f

ブ

の

述

べ

：
る
；
よ
ぅ
に
ー

-'
た

し
.か
：
に

そ_こ

；で
；は

レ

ー

ツ

関

係

が

王

へ

.：
の

い

わ

ぼ

専

属

的

封

臣

関

係

を

補

完

し

て

い

_る

。
.

.f
J

の

よ

う

に.ベ
：

ネ
..

マ
イ
：キ

ゥ

：
ム

の

軍

政

又

は

_

:

.
フ
ラ
ン
ク
社
会
に
お
け
る
土
地
所
有
の
動
態
に
つ
い
て
：
.

.

匕

(

L
六
三)



次
に
、
^

.L
t>
.
b
o
p
s
c
h

 

が
述
べ
る
^
う
に
、be

n
e
S
c
i

蒙

：が
、p

a
y

 

o
r

 m
a
i
n
t
e
n
a
n
c
e

 

x

p
r
o
v
i
s
i
o
n 

f
o
r

 

life 

o
n
l
y

 

(the economic 

a
n
d

 social 
f
o
l
m
d
a
t
i
o
n
s
a
e
u
r
o
p
e
a
n

 

civilization, 

p. 

291.)/

を
音|

味
し
た
と
す
る
：と
、
ベ
ネ
フイ
キ

ゥ<

の
生
活
基
礎
'と
し
て
の
内
容
ま
、
ト
ゥ

メ
 

.
 

. 

.
 

, 

- 

.

.

.

.
•
.

丨
ル
'«
式
集
、
：
四
三
号
に
、'衣
食
の
資
に
乏
し.い
者
が
、
；主
人
の
庇
護
に
ぎ
由
意
思
で
托
身
し
、

-
主
人
に
奉
仕
し
、
貢
献
し
得
る
生
活
の
資
を
主

人
が
こ
の
者
：に
与
え
、.
こ
の
者
が
自
由
人
：の
状
態
で
主
人
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
0

.

之
は
ヮ
ザ
リ
テ
ー
ト
の
本
来
の
根
拠
と
云
う
ふ
う
に
あ
つ
か
わ
れ
て
き
た
が
、
ベ
ネ
フ
イ
キ
ゥ
ム
の
与
え
ら
れ
る
人
的
な
義
務
又
は
社
会
、
経

済
状
態
が
レ
ー
ン
制
関
係
で
指
導
的
な
地
位
を
占
め
る
と
す
れ
ば
、.
生
活
基
礎
と
.し
て
の
べ
ネ
フ
イ
キ 

'ゥ
<
の
理
解
の
一
‘
つ
の
手
が
か
り
と
な
る

だ
ろ
う
。
中
世
に
な
っ
て
も
な
お
、
レ
ー
ン
を
も
た
な
い
家
士
も
あ
り
、
家
士
以
外
の
者
の
保
有
す
る
恩
給
地

(

ベ
ネ
フ
イ
キ
ゥ
ム

)

も
あ
っ
た
。

例
え
ば
、o

a
p
e
l
l
a

 

a
d

 

R
a
u
t
e
n
e
n
,

 

b
e
n
&
c
i
u
m

 

M
e
r
o
l
d
i

 

の
如
き
は
、
fc
^

b
<;
M
e
r
o
l
d
u
s

 

(clericus)

が
、
チ
ヤ
べ
ル
を
ベ
ネ
フ
イ
キ
ゥ
ム

と
し
て
保
持
し
て
い
た.の
で
あ
ろ
う
が
、
本
来
の
ヮ
ザ
ル
関
係
か
ら
は
、

';
:
.は
ず
れ
て
い
る
。

ク
ロ
ター

ル
ニ
世
の
パ
リ

告
示
に
よ
っ
て
そ
の
経
済
的
意
義
が
減
少
し
た.と
し
て
も
•

 

A
m
t
l
e
h
e
n

又

は

ヮ

ザ

ル

の
f

r
^

の
よ
う

な
高
度
の
形
態
の
レ
I

ン
に
つ
い
て
も
そ
の
生
活
基
礎
^
.し
ハ
て
の
_レ
ー
.ン
の
意
義
は
失
わ
れ
て
い
な
い
。
レ
I

ン
に
は
そ
の
よ
う
な
Bi
<0
$
ョ
§!
丨

16)

：

. 

, 

liche 

u
n
d

 

die 

dingliche 

B
i
n
d
u
n
g

 

の
侧
而
が
あ
る
。

.
農
民
は
歩
兵
と
し
て
軍
役:^
沼
集
;^
れ
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
ま
れ
に
な
り
、
わ
ず
か
に

L
a
n
d
w
e
h
r

 

.

と

L
a
n
d
f
o
l
g
e

に
召
集
さ
れ
る
よ
う
に 

な
り
、.
.比
較
的
大
き
な
戦
争
は
、_封
臣
に
よ
0
て
構
成
さ
れ
、
，封
.主
に
よ
っ
て
指
揮
さ
れ
る
騎
±
.
に
よ
っ
.て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
封
主
は 

封
臣
を
召
集
す
る
が
、

：

.同
時
.に
封
臣
の
軍
役
を.免
除
す
る
こ
.と
が
.で
き
.た
。
：：

(
さ
^

尤
上
述
の
.よ
う
に
封
臣
が
べ
ネ
フ
イ
キ
ゥ
ム
の
故
棄
に
よ
っ
て
軍
役 

を
.の
が
れ
得
た.と
す
る
と)

帝
国
軍
隊
の
施
率
を
減
少
し.、

ヵ
ー
ル
，.■大
主
さ
え
....
こ
...，の

軍

隊

を

完

全

.に
掌
歡
で
き
な
か
っ
た
。ff
i
. Mitteis, 

Deutsche 

Rechtsgeschichte.)

. 

■
. 

一
 

.

.

.

.

そ
の
よ
う
な
事
態
の
間
隙
を
み
た
す
も
の
と
し
て

liberi 

h
o
m
i
n
e
s

 

(
K
M
g
s
f
r
e
i
e
n
)
.

が
、
ビ
ザ
ス
ツ
のli

m
i
t
a
n
i

の
よ
う
に
-、
国
境
警
備
の

A
n

m
a

g
e

n
;

 .

の
.
形
で
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

し
か
し
国
境
警
備
又
は
.
_
墾
に
従
事
す
る
之
等
の
国
王
自
由
人
の
軍
事
的
籠
の
衰
退
と
共
に
、
 

B
a

r
l

e
n

の
よ
う
に
貢
納
農
民
と
し
て
時
に
は
霊
の
.対
象
に
さ
え
な
る
。
軍
役
、

及

望

領

地

に

対

し

て
.

S

子
や
役
馬
I

)

の
進
納
を
行 

う
リ
ベ
リ
•

ホ
ミ
ネ
ス
は

f
n

i
.

l

成
さ
れ
た
.，

(

御
料
地
令
、
六
十1 :

一
条)

が
、
王
：I

し

て
.

i

l

l

o

:を
誓
う
の
み
で
'

ベ
ネ
フ
ィ
キ 

ゥ
ム
を
王
領
地
か
'
ら
う
け
と
ら
ぬ
：リ
ベ
リ
•

ホ
I

ス
.
は

，必

ず

し

も

そ
7
 

っ
い
て
も
こ
の
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
。)

(

F
. 

w

e

l

，

e

f

F
 

S
. 

B

こ
の
よ
う
に
太
陸
、
，と
く
に
ド
ィ
.ッ
の
レ
ー
ン
が
高
級
化
し
、
国
制
の
中
で
大
き
な
役
割
を
果
ず
の
に
対
し
、：
ァ
ン
グ
ロ 

•
ザ

ク

セ

ン

の

レ
ー 

ン
は
、
讓

私
法
め
■

で
し
か
意
義
が
な
く
、
|

震

i
n

 

f

l

.

 

象

M
l

c
h

e
n

 

P

I

か
ら
殆
ん
ど
区
別
さ

0 

^
.
0
 

s
- 

s

?

-

 

0̂
 

E

.
 

W

E

I

S

F

 

M
T
O
-

ゾ
 

.<•

.■
 

,
 

'
II
.
/ 

.
 

*
 

•

.

3 

.

. 

.

.

.

.

.

.■

へ
".'，.
.
:
•

•

-
 

.
 

.
 

-,

':

土
地
所
有
の
変
動
原
因
と
し
て
の
寄
進
の
う
ち
、
，

I

f

 

d
i

f

に

a

い
，て
ほ
前
述
の
よ
う
に
必
ず
し
も
墨
へ
み
信
仰
か
ら
と
の
み
言
ぃ 

得
ぬ
よ
う
な
事
態
が
認
め
ら
れ
る
。

:•
:

:

^
 

u

o

s

 

1

^

^

.
 

I

l

f

,
文
す
：ベ
て
の
作
業
及
び
す
ベ
て
の
領
主
の
裁 

年
力
ら
.商
由
で
あ
る」

(
e
t

 

p
o
s
t

 

I

I

c
e

i
s

 

S

I

 a
t

f

 

f

た

W
e

ぎ

n
b

u
r

g

修
道
院
の
日
目

t
b
u
r

^3.

旨

；
保
護)

：へ
の
自
由
人
の 

‘

R

 

L
u

t
g

e

 

.は

、

：寄

進

文

書

め

重

要

性

、を

：認

め

乍

ら

も

.そ

の

よ

う

な

寄

進

か

ら

男

女

の

寄

進

者

の

全

所

有

を

推

定

す

る

こ

と
は
で
き
：な
い
と
の 

ベ

て

レ

る

従

っ
'
て
寄
進
者
の
財
産
の
何
。ハi

セ
ン
ト
：が
保
留
さ
れ
、
又
相
続
さ
れ
、
与
え
ら
れ
る
：の
か
わ
か
ら
な
い
。

：

' 

.

s
c

h
f

 g
e

n

に
っ
き
あ
た
る
場
合
、.■.
八
：、.」

一
五
、.
.
ニ
'r

I

s

以
上
の
.
村
I

わ
た
っ
て
分
散
し
：.て
^

^

^

ン
キ
ピ
ァ
が
問
題

フ
ラ
ン
ク
社
会
に
お
け
る
土
地
所
有
の
動
態
に
つ
い
て 

し
;

:

，、
b

«

'
九

(

八
六
五)



に
.欢
る
が
、
そ
め
：よ
う
な
場
合
に
脖
ニ

「

被
の
自
由
民
^
り

む

し

：
ろ

貴

族

の

と

.
と

:#
多

い':
0

: 

'ム
へV 

:

: 

ベ
、：

：

h
 

.-
,
し

か

し.ロ
：
ル.シ
4
汝
書
で
は
、，
そ
め
年
代
記.の
部
分
.に
：
か

か

げ

ら

れ

 

ガ
ウ
別 

の
寄
進
帳
に
.I

般
0
:1
由
民
:£
0
:少
顧
0
資

財

の

寄

進

が

記

：さ

丸

て

：い

る

。
V
V;
系
 

た

と

，え

ば

、

そ

の

冒

頭

に

：

p
a

!

 

E
r
d'&
e

に
お
；け
る
寄
進
に
つ
い
て
大
要
次
の.よ
う
.に
述
べ
て
い
る
。

•，

「

:

.

.
り

 

' 

.

.

.

.

,

:

.
 

-

■

:

. 

-
V . 

,,
■
■- 

-.
■

パ
.

.

.

.

.

■■■
■
-

villa

へSo
n
e
n
k
r

に
お
け
るH

e
l
m
e
H
i
o

寄
進
ァ 

：
：

神
の
名
に
お
い
.T^

w
e
l
m
e
r
i
c
l
l
s

は
余
の
魂
の
救
済
の
た
め
に
聖
ナ
ザV
ウ
.ス
に
.'
.
>

E
r
d
e
h
e

ガ
カ
内
のS

O
B
e
n
l
a
r

ヴ
ィ
ラ
に
お
.い
て
、
そ 

:0
土
：に
す
ベ
，て
；の
：

つ
き
の
領
主
の.マ
シ
ス
ス
及
び
マ
ン
ス
ス
、
牧
草
地
、
'■'森
林
、
'用
水
、:

家
、

建
物
に
も
つ
こ
と
あ
き
ら
か
な
い
ず
れ
も 

寄
進
す
。
同
ガ
ウ
灼Q

ザ
ィ
ラW

a
l
t
r
i
n
g
e
n

及
び
；

D
o
r
e
a
a
r
,

-'

及
び(

B
e
r
e
n
'a
'

l
s-
.
r
p
rs :
び

に

お

い

て

も

同

•

..
 

.... 

-

. 
.
 

-
 

.
 , 

-
 •

.
 

.

.••
•
.
パ，
.
 

.

.

.

.

.

.

.

'

 

.

.

.

じ
。M

o
s
e
l
a

 

N河
上
流
、
ヴ
ィ
ラol

u
t
z
a
,
r
a
d
a

に
お
い
て
も
同
様
に
、.こ
の
地
に
、
土
地
、
葡
萄
赃
、
家
、
建
物
、

マ
ン
.キ
ビ
ア
、
マ
ン
ス
ス、
. 

牧
草
地
、
森
林
、
用
水
に
も
つ
こ
と
あ
き
ら
か
.な
も
の
の
い
ず
れ
も
こ
と
ご
と
く
、
.今
日
以
後
、
.余
の
権
利
か
ら
聖
ナ
ザ
リ
ウ
ス
の
権
利
と
支
配 

■.に
与
免
ゾ
寄
進̂

”
か
^
合
意
に
結
ば
^

て
弓
ぎ
渡
す
べ
し…

…

。
.

然
し
右
0
寄
進
者
は
、'
そ
の
寄
進
内
容
か
ら
す
る
；と
少
な.く

と

も

中

流

：
以

、
上

.：の

自

由

民
.で
：あ
ろ
う
。
次
に、
. 

f
g

l
h

e

ガ
ウ
内
に
お
け
石Wa

n
e
n
1
x
>
r
p
h

ヴ
ィ
ラ
で
のGr

i
m
o
l
d
u
s

の
寄
進
。
..

祌
の
名
に
お
い
て•、
，余

G
r
i
m
o
l
d

は
、E

a
c
h
e
r

の
魂
の
.た
め
に
.、
聖
ナ
ザ
リ
ウ
ス
に
、

L
o
g
e
n
e
h
e

ガ
ウ
内
のW

a
n
e
n
d
o
r
p
h

ヴ
ィ
ラ
で
、

20)

.マ
シ
ス
ス
.一
、
及
び
：耕
地
四
〇r

一
 

ル
ナ
ー
ル
を
同
意
に
結
ば
れ
ノ
永
久.に
所
有
の
た
め
に
窬
進
す

…
…

、
と
み
え
る
。
.
ノ

右
の
如
く
そ
の
寄
進
の
額
か
ら
.小
自
由
民
と
思
わ
れ
る
も
0
の
寄
進
が
.み
う
げ
ら
，れ
る
。
'(

尤
も
之
.は
.正
確
に
.は
少
額
‘の
寄
進
が
あ
っ
た
と
云
う
べ
き
、

•

 

. 

-
 

■
 

■■■
 

..

.で
あ
ろ
.う
。) 

•

B
i
l
d
a
c
h
i
n
g
e
r

 

m
a
r
c
a

 

で
.の W

o
l
f
r
a
m

 

の
寄
進
.

ク
リ
ス
ト
の
名
に
お
い
て
、

力
丨
ル
王
め
十
五
年
、
四
月
サ
三
日
に
.余

W
o

l
f

r
a

m

は

F
o

l
c

r
a

d
a

e

の
魂
の
た
.め
に
、.
聖
ナ
ザ
リ
ウ
ス
狗
教

者

に

ア

レ

マ

.X

ネ

ン

•
ヵ
ウ
内
ビ
ル
ダ
ヒ
ン
ガ
I 
•

マ
ル
ク
に
上
記
の
女
が
、
も
つ
こ

と

あ
き
ら
か
な
も

の

.い
ず
れ
も
之

を

寄

1
把
0 

.

右
の
如
く
多
く
の
少
額
の
.も
の
と
思
わ
れ
る
寄
進
が
示
さ
れ
、
尚
多
く
が
各
ガ
ウ
別
に
記
録
さ
れ
て
い
：る
。

•

.

こ
の
よ
う
な
過
程
に
よ
り
、：
寄
進
者
と
寄
進
：を
う
け
る
考
の
差
が
.
益
々
拡
大
し
セ
ゆ
く
。
•

そ
の
よ
う
な
寄
進
に
つ
い
て
、A

l
f
o
n
s
.

 

D
o

p
s

c
h

は
、
寄
進
帳
は
.、

ヵ
ロ
リ
ン
グ
時
代
の
経
済
史
の
も

っ

と

も

重

.要
な

資

料

に

属

す

る

と
t
ベ
 

て
い
る
。

'
.

こ
の
よ
う
な
% -
r

は
- 

ロ
ル
シ
ュ
聖
堂
に
つ
I

て

は

た
し
か
に
そ
の
創
建
と
同
時
に
行
わ
れ
た
が
、T

r
a
d
i
t
i
o
n
s
u
r
k
u
n
d
e
n

の

G
e
g
e
n
s
t
i
i
c
k
e

 

(

対
照)

で

あ

る

p
r

e
c

a
m

は
か
な
り
古
ぐ
、
王
に
よ
っ
て
教
会
の
土
地
か
ら
与
え
ら
れ
た
ち
§

3 .
§
 

1

1

^
 

f

f

は
、
六
世 

紀
の
半
ば
に
存
在
し
た
こ
と
が
証
明
ざ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
之
等
の
土
地
保
有
の
移
動
を
示
す
：

U
r

b
a

r

や」
H

u
b

e
l

e
n

は
必
ず
し
も
寄
’
 

進
文
書
よ
り
後
に
裳
さ
れ
た
と
は
^

い

得

な

い

：。
乳

面

ロ

'
ル
ツ
ュ
：の
創
建
の
、た
：め
の
寄
進
が
七
六
.四
年
で
^

N
r
.

 

3
6
5
2
. 

(
N
o
t
i
c
i

 

d
e

 

p
a
g
o

 

A
n
g
l
a
d
l
g
o
w
e
.
)

の
妣
き
は
..七
七
三
年
頃
、
、Nr

.

 

3
6s -
-

.
'0
e 

P
a
g
o

 

w
l
n
g
a
r
t
h
e
i
b
a
.
)

も
七
A

九—

匕
九
A

年
頃
の
も

の
と
.瓶
定
さ
れ
て
.い
る
0

.

■
 

.

'
論
a
的
に
は
？U

r
b
a
r

は
、
.
' 寄
進
帳
又
は
：売
買
、
交
換
文
書
等
か
ら
転
莩
さ
れ
る
わ
け
で
あ
ろ
う
が
、
表
進
文
書
が
散
逸
す
る
.か
、
又
は
農
民 

の

>
昼

n

i

o

よ
う
に
文
書
作
成
が
殆
ん
ど
行
あ
れ
ぬ
場
合
に
、
右
の
.ロ
.ル
シ
ュ
文
f

よ
う
にH

u
b
e
n
l
l
n

一
 

の

I

f

と
し 

て
聖
堂
の
経
営
管
理(

賃
子
又
は
夫
役
の
徴
集)

や
所
有
地
の
覚
え
の
^

め
.に
記
さ
れ
各
.こ
：，と
%'
:

あ
っ
A1
-
の
.で
あ
ろ
う
。

前
掲
の
文
書
で
は
大
要
次
の
よ
う
に
記
.さ
れ
：て
い
る
。

,'
'
'

.;'
''
'

兰

六

五̂
:
ア

ン

グ.ラ

ハ

ガ

ウ

V
:。

ハ
！:
グ

スQ

覚

書
。

.
■
: 

: 

ぐ/

ム
ル
：ネ
ン
で
：.
ア
ン
.グ
ラ
ぐ
ガ
ウ
.
の
ム
ル
ネ
ゾ
で
.は
、'-
'
-
.五
：フー

フ

ヱ
P

I

 

^
あ
ヴ
、
.;
.
':

一：：，1 N
.

丨K

 

H
.

は
領
主
.
フ
.
丨
プ
エ
.
、

四
フ
ー
.
フ
.

エ' 
は
セ
ル 

フ
ラ
ン
ク
社
会
に
お
け
る
土
地
所
有
の
：動
腾
に
つ
.い
て
M
'

:

.

'

'.

.

■

; 

一
,.
一
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V
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:
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一
二
，

(

八
六
八)

ヴ
ィ
レ
ス
;.
フ
ー
フH

.
(

非
自
由
民
の
フ
ー
フ

...

エ>.
で
、
そ
の
各
>
は
、
三
デ
ナ
.リ
ウ
ス
の
価
の
小
膝
一
頭
，
十
五
シ
ト
ラ
の
ビ
ー
ル
、

it
一一
一.羽
、

.
 

卵
三o
個
を
納
め
る
。

ウ
テ
ン
ハ
イ
ム
ノ
ヴ
ィ
ラ
に
らい
て
。

ウ
テ
シ
ハ
イ
ム
に
は
、

十
ニ
ヮ
ー
フ
エあ
り
、

一
は
領
主
へ
フ
ー
フ
エ)

で
、
十
一
は
セ
ル
ヴ
ィ
レ
ス 

(

.フ
ー
フH)、：
そ
の
各 

は
五
デ
ナ
リ
ウ
ス
と
ビ
ー
ル
十
五
：シ
ト
ラ
、
雞
ー
ー
ー
羽
、
卵
十
五
個
を
納
め

^ £
6 

.
こ
の
'Mu

l
n
e
n

で
め
寄
進
に
つ
.い
て
は
、;'
:
:

N
r
.

 

100
8

PDo
n
a
t
i
o
G
e
r
o
l
d
i

 i
n
a
c
h
i
n
e
n

 

中に
，，similiter in A

n
g
l
a
c
h
g
o
w
e

 

in 

M
U
M
S
n
/
v

 (anno X
V
I

 Karoli 

regis.)

と

み

え

る

の

み 

で
.あ

る

ま
.た
.Nr

,

 2
4
9
L

 

D
onatio. E

m
i
c
h
o
n
i
s

 j
n
.
e
a
d
e
m

 

m
a
r
c
a
.

で
も 

M
u
l
n
e
n
.
q
u
i
d
q
u
i
d

 habere, v
i
s
u
s
.
s
u
m
.
i
m

 

mansis,..pratis,

silvis 

a
q
u
i
s

 

e
t

 

1 

m
o
l
e
n
d
i
n
u
m

 

et、
3
2

 
m
a
n
c
i
p
i
a
.

 (anno I
X

 

f

 
- 0

0

^
 

b

l

?
 

,,in 

p
a
g
o

 A
n

?la
c
K
g
o
w
e

•
 

.

.

. 

.•
 

.
 

-
 

■

…
…
M
u
l
n
e
n

 

q
u
i
d
q
m
d

 

h
a
b
e

'^v
i
d
e
o
r

 

in 
m
a
n
s
i
s
,

 

pratis,
. silvis, 

aquis, 

d
o
l
u
s
,

 

a
i
c
i
i
s
,

 

et m
a
n
c
i
p
i
a

 

X
X
X
、

(anno II 

Karoli

r
e
a
s)

の
よ

う
な
き
ま
り
文
句
し
か
み.う
け
ら
れ
な
い
。
尤
も
そ
れ
だ

か

ら

こ

そ

ci
y
r
rに
芷
確
な
所
有
対
象
の.数
量
、
' 
貢
納
、
そ
の
他
の
奉
仕

が
&

載
さ
れ
る
必
.要
が
.あ
_っ
た
と
も
ー.石
え
よ
う
。
.，
.. 

.

.

.

.

.

さ
ら
に
、
上
述
：の
第
ニ
の
文
書
ば
大
要
次
の
如
く
で
ぁ
る
。

;;

'

三
六
五
四
、
ウ
ィ
ン
ガ
ル
タ
イ
バ
*
。ハ
|
グ
ス
に
つ
い
：て
。
''
.
く

：

ウ
ィ
ン
ガ
ル
タ
イ
、ハ
の
ラ
ル
、、ぐ
ッ
ハ
に
は
十
一
一
フ
.丨
フ
.エ
ぢ
り
、
：.領
主
'の
フ
ー
フ
エ
一
と
セ
：ル
ヴ
ィ
レ
ス•
フ
ー
フH

十
一
，
で

、
：
後

者

の

い

ず 

れ
も
ト
レ
ミ

ス
.ウ
ス
，

(

1
1
3ソ
リ
ド
ゥ
ス)

：の
：.価
の
小
膝
、
ビI

ル
十
五
シ
ト
ラ
：、
雞
三.羽
、
.卵
十
五
個
支
払
う
。
確
か
に
、
同
フ

ー

フH

に
附
属 

せ
る
女
奴

(a
n

cin
a
e
)

は
;'
各
人
長
さ
十
エ'レ
ン
、
巾
五
エ.
レ

ン

の

亚

麻

布

，を

領

主

の

%-
と
で
の
作
業
で
つ
く
る
。

 

,

ダ
ラ
ハ
イ
ムに

つ

い
て
。

タ
ラ
ハ
イ
ム
に
は
五
フ1
フ
エ
あ
り
、

一
領
主
フ1
フ

ヱ

、

一
一
一
セ
ル
：
ヴ

イ

レ

ス

•
フ
ー
フ
工
、

及
び
領
主
の
土
地

/-
-

t
e
r
r
a
.
i
n
d
o
m
i
d
c
a
t
a
)

も
あ
る
。
.
：
-
'

.
グ

ン

ド

ル

フ

'ェ
ス

ハ

イ

ム

に

つ

い

て

0

グ

ン

ド

ル

フ

エ

ス

ハ

イ

ム
.に
は

、

五
フ

I
フ

ー
ェ

I

、

領

主

フ

I

フ
エ
一

、

セ

ル

ヴ
ィ
レ
ス
•

フ

丨

フ
 

エ

三

、

こ
の
1

フ
>

の
い
ず
れ
も
五
デ
ナ
I

オ

べ

レ

ハ

イ

ム

に

つ

い

，て

,0
オ

べ

レ

ハ

イ

ム

に

は

一

一

つ

I

主

(

.フ

丨

フH
)

で

、
.他

は

セ

ル

ヴ

ィ

レ

ラ

H

で

龙
り

.

.

.
そ

れ

は

，
言

実
.若
干
の
も
.の
..を
支
払
ぅ
。
.
..

ン

：

'

ビ
ン
ネ
ン
ハ
イ
ム
。

ビ
ン
、不
ン
ハ
1

に
'は
、
一
；プ
丨
フ
エ
と
領
主
の
土
地
が
あ
る
。
 

■

.

マ
ノ
ル
ド
の
管
区
で
。
そ
こ
に
は
、
廿
ー
一
フ

丨

フ

ヱ
と

他
の
耕
地
あ

り

、

そ
の
い
ず
れ
も
ト

レ

ミ

ス

の

娉
崙

、

十
五
シ
ト
ラ
の
ビ
丨
レ

、 

雞
三
羽
、
卵
十
五
個
を
支
払
ぅ
。
姦

は

各

人

が

、
亜
麻
布
を
つ
< ^

^

'

こ
の
寄
進
に
つ
い
て
、N

r
.

 

2
S
1
S
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D

I

。E
r

l
H

d
i

 

e
t

 

f

 
m

l

 

で
は
、，，11

 

H
u
b
a
s

 

s
e
r
v
i
l
e
s

 

i
n

 

s
u

p
i

c
t

a
:

:
:

e
t

 

I

I

 

m

 

L
a
r
b
a
c
h

 

h
a
b
e
r
e

 

y
i
d
e
o
r
,

 

e
t

 

1
1
1

 

m
l

o
s

 

i
n

 

D
a
l
e
h
e
i
m

 e
t

p
r

a
f

 

1
,

e
t

 

i

 

m
a
n
c
i
p
i
a

 

e
t
c、

(anno X
X
I

 Karoli 

r

f) 

N
r
.
.
2
p

U

8

H

 

 ̂0

1
 

t

 

V
 

I

I
 

et 

in 

l
a
c
h

 

habere 

v
i
d
e
n
m
r

 

in 

I

 c
a

l
, 

I

s

, 

I
s
, 

I

domiDUS,.. aedi

thciis 

e
tTs(a

n
n
a
v

 

.Karon r
e
g
i
s
)

と

..
み

え

て

い

.る

。
.

D
l

l
m

 

に
つ
し
て
は 

N
r
.

 

2S0S. 

D
l
i
o

 

G

l

i

,
 

I

I

 

in 

p
a
g
o

 

I
g
l
i
b
a

 in D
a
l
m
e
r

 m
a
r
c
a

 habere

f

 

i

ぼ
I

F

 

I

f

 

I

 

I

 

I

,
と
み
え
る
が
、

G

l

l

l

f

 (in 

I

I

に
つ
い
て
は
寄
進
文
書
は
み
あ
た 

ら
.な 
V
 

O
b
e
r
e
d
i
e
i
m

 

(
m

 w
l
r
t
h
e
i
b
a
)
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で
も
同
様
で
あ
る
。

こ
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ょ
ぅ
に
賃
T

帳

，
フ
丨
フ
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リ
ス
.ト
を
寄
進
文
書
で
あ
と
づ
け
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
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以
上
の
こ
と
か
ら
寄
進
の
段
階
が
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又
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作
成
の
段
階
に
先
行
す
る
の
で
は
な
い
か
i

っ
た
歴
史
的
p

l
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.
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時
間
的
に
も
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性
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の
成
果
を
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し
が
た
い
。
し
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し
.
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作
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代
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の
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時
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お
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代
考
証
や
内
容
の
検
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多
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Traditio 

:

と

；preca
r
i
a

 

.が
、
.： p

つ
め
テ
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卜
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；中
で
結
合
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
、
:
...，寄
進
の
性
格
自
身
に
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本
的
な
.変
化
が
、'v
_
:^
い
.
.り
^
ん
だ
，か
の
よ
う
な
印
象
が
.
.生
ず
る
、
.:
'
:と
..の
べ
■
■て
.い
る
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.
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文
書
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は
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め

て
、
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'文
書
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入
手
が
よ
り
完
全
な
形
を
と
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。
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じ
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、
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又
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シ
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i
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萄
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れ
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。
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i
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p
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。
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範
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i
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ら
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を
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と
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を
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が
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^
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.
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さ
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を
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、
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.
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；
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：
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も
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れ
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。
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や
放
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地
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用
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と
結
び
つ
い
た
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自
由
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を
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す
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大
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サ
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；よ
う
、

私
及
び
私
の
子
孫
が
：ら
上
記
の
賃
子
弩
納
む
べ
し
。」

袋
.

|

マ

目

550

 

(8
7
0
). 

k
e
/
t
a
m
e
n

 

s
u
p
i
c
n
p
t
u
m
.
c
l
u
s

 ideo a

 

I
 et a

 posteris meis 

datur, 

ut 

‘
1设
匡
&
3.
-

£

^

5«>
'け co

m
m
u
n
i
o
n
e
m

 

in ceteris sancti 

Galli 

u

 in

:

■-
-

■

.
 

.

'r
■

:.
 

*

.

• 

-■
■
■'-
 

' ■ 

.

':
も
っ
.と
も
ゼ
プ
シ
キ
は
、

.-
1自
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、
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の
マ
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ク
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
へ
の
加
入
を
得
よ
う
，と
努
力
し
、

明
ら
が
に
そ
れ
が
大
き
な 

経
済
的
な
利
益
を
包
含
し
て
い
る
：の
ヤ
、
土
地
所
有
物
の
引
き
渡
し
に
な
.っ
て
、そ
の
.特
典
；を
達
成
す
る
こ
，と
を
'あ
き
ら
.か
に
す
る
資
料
で
あ
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と
述
べ
て
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ク
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ッ
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シ
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に
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由
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入
し
う
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か
の
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奥
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自
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に
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サ
ン
•
ガ
レ
ン
か
ら
反
.#
し 

た
と
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え
る
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わ
れ
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起
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、
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料
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起
る
。
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.る
家
人
.た
ち
.に
..っ
.
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あ
る
が
、
，実
際
は
、
ほ
と
ん
ど
す
ベ
て
の
も
の
が
か
け
てぃ

-5
8

と
み
え
：る
よ
う
に
、
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お
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有
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移
動
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き
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が
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げ
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れ
る
。
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あ
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代
が
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だ
る
の
で
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'
だ
が
.売
買
文
書
に
く
ら'ベ
，る
と
交
換
文
書
の.方
.が
ま
だ
若
干
多
い0

：
:
.

H
.
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o
p
f
n
e
r

の
：
資

料

編

*

の

厳

密

さ

を

前

提

す

る

..と
'、.お

そ

ら

く

封

建

的

蒙

I.

か

ら

は

、
:'
そ

の

社

会

的

地

位

を

支

え

る

自

己

の

W
蓄

を
 

売

却

す

る

こ

と

は

：望

ま

し

.

い
；：

こ

とp

は

な

が

，
っ
.た

の

；で

あ

ろ

う
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領

経
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合

理
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i
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.
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l
a
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o
m
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S
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h
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n
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u
p
p
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n
g
e
n

 

i
m
d
e
i
n
e
s
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u
s
c
h
e
s
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p
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に
太
じ
ま

石

：

R
a
u
n
g

へ
の
言
及
は
数
の
上
で
は
六
件
に.及
ぶ
が
、
何
れ
も
後
代
の
も
の
で
あ
る
。

ン
：'

最
後
に
.Ko

n
f
i
s
k
a
t
i
o
n

に

つ

い

て

考

慮

す

る

必

要

が

，
あ

.ろ
う
。
：

■: 

;.

F
r
i
l
c
h
.
M
t
g
e

は
、
こ
め
問
題
で
も
す
ぐ
れ
た
洞
察
を
示
し
.て
い
る
。
.叛
逆
者
や
，政
治
的
敵
対
者
の
財
産
の
没
収
の
可
能
性
は
、

.
新
し
.い 

領
地
の
獲
得
の
最
も
す
ぐれ
た
又
最
も
頻
繁
な
機
会
で
あ
っ
た
と
云
うw
g

g§
の
言
葉
を
.引
用
し
、
中
部
ド
ィ
ッ
で
も
や
は
り
そ
の
機
会
が
欠 

け
て
い
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る◊
そ
の
.首
魁
は
、
盲
目
：に
さ
れ
、
追
放.や
財
産
の
没
収
の
罰
を
う
け
だ
。
元
来
土
地
財
産
の
.没
収
を
芷
当

化

す 

る
こ
と
が
必
荽
な
の
だ
が
、
政
敵
や
叛
逆
者
に
つ
い
て
は
問
題
に
な
ら
ず
、

(

財
産
の)

受
領
者
が
、
贈
与
者
と
し
て
のi
が
、r

忠
誠
や
信
頼
に 

従
っ
て」

と
云
う
こ
と
を
期
待
で
き̂
よ
う
に
ふ
る
'ま
わ
.ぬ
と
き
に
は
、
ゲ
ル
マ
ン
の
法
律
：の
見
解
で
は
、
贈
与
が
そ
の
よ
う
な
前
提
に
立
つ
か 

ぎ
り
、
か
つ.て

贈

ら

れ

た

土

地

を

と

り

も

，ど

す

権

が

王

.に
あ
&

。

そ
の
よ
う
なK

l
k
a
t
i
o
n

に
つ
き
、
トー

ル
の
グ
レ
ゴ
リ
ゥ
ス
の-.
フ
ラ
ン
ク
人
史」

は
、

頻
繁
に
言
及
し
て
い
る
。

例
え
ば
そ
れ
は
次 

の
よ
う
な
形
で
あ
ら
わ.れ
て
く
る
。「

然
し
次
の
日
、
彼
等
の
み
は
り
が
、：
ぐ
っ
；
;̂
り
寝
て
い
た
の
で
、

自
由
を
感
じ
、
，祝
福
さ
ft
た
ジK

リ
ア 

ン
の
教
会
に
の
が
れ’
か
く
て
追
放
を
ま
ぬ
が
れ
允
が
ぐ
そ
の
財
産
は
没
収
さ
れ
た
ご
ニ
第
四
卷
ノ
ー
三
^
。

)

，

「

父
の
財
産
，と.お
な
じ
よ
う
に
、：
彼
等
：の
財
産
は
す
べ
て
没
収
さ
れ
た
。

' -
彼
等
.は
莫
大
.な
財
産
を
も
つ
て
い
た。」

.(

第

五

巻

、

ニ
六

%

)
)

. 

「

彼
等
の
財
産
は
没
収
さ
れ
た
。

」
(

第
八
卷
、

ニ

. %)

..

.

.

.
, 

:''
七
：

「

彼
の
妻
や
息
子
は

罰
せ
ら
れ
、
又
彼
の

財
鹿
は

没
収
さ
れ
た
。

」
(

第
九
卷

、
一〇

g
l

)
'
:

こ
の
よ
う
な
土
地
所
有
の
変
動
も
そ
れ
ら
.の
所
有
地
が
直
接
耕
作
者
に
上
っ
て
耕
作
さ
れ
て
い
る
こ
、と
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
意
床
が
あ
る

の
で
f

.

が

資

^

例
で
は
、
可
成
り
の
不
在
住

マ
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示
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、祛
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自
由

マ
ン
ス一
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〇
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a
n
n
h
e
m
i
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Donatio Helmerici in sonenlar.

E
g
o

 m

 Dei n
o
m
m
e

 H
e
l
m
e
r
l
l

 pro r
e
m
a
i
a

 ani?nae m
e
a
e

 

d
l ad

 s
a
n
c
t
u
m

.^azarilimet, in P
a
g
。
Erdehe in villa Sonenlar 

I
g
u
m 

.indomimcatlml c
u
m
o
m
m

 aediiscio

TOupel̂
posit

-pet .quidquid habere'visus s
u
m

 in. mansis, :pratis,

..silvls, aq‘uis,.domibus
，
aedi
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in 

e
a
e
m

 pago in villa 

 ̂

b
o
s 
I

. 

 ̂

 ̂

in Folcoldingen. 
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Clutza 
丨 

r
a
d
f
s
u
p
e
r

tfruyio M
i
a
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h

s

l
 ha

b
e
r
e
k
s
u
s

 

嘗

i
b
u
s
i
d
i
f
i
l
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 m
i
i
p
i
i
s
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 mansis, pratis. 

I
s
* 
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o
m
m
a

 a die praesenti de jure m
e
o
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-om
i
n
i
m
n
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G
m
n
o
l
d
i

 in p
a
g
o

 L
o
g
e
n
e
h
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in 
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w
a
n
e
n
t
o
r
p
h
.

 

E
g
o
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o
m
i
n
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 G
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n
i
m
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a
n
c
t
u
m

 N
a
z
a
r
i
u
m
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a
g
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o
g
e
n
e
h
e
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a
n
e
n
d
o
r
p
h
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i

i
 I et X

L
'

 j
u
m
a
l
e
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 p
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A
c
t
u
m
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U
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n
n
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X
X
X
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s
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3
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法

人

利

潤

、

付

加

.価

値

お

ょ

び

売

上

高

：の

変

動

.浜

文

雅

は

じ

め

に

.

. 

-
-
-

;

こ
の
小
論
ば
戦
後
の
.わ
が
国
S

け
る
法
人
企
業
を
対
象
と
し
て
、
利

潤(

営
業
損
益)

、

付
加
価
値
お
よ
び
売
上
高
2

動
法
則
を
実
証
的
に

研
究
し
.た
結
果
.を
ま
と
め
た
も
の
.で
あ
る
。.：特
に
、
利
潤
は
企
業
の
設
備
投
資
を
誘
発
す
る
主
要
因

の

一.つ
で
あ
り
、
そ
の
変
動
傾
向
は
設
備
突

資
の
産
業
間
に
お
け
る
分
布
の
長
期
的
な
変
化
を
通
じ
て
^ -
業

構

響

変

化

さ

せ

る

重

要

な

原

因

と

な

っ

て

い

る

こ

と

は

周

知

の

事

実

で

あ

る

。

今

回

の

作

業

で

は

付

加

価

値

お

よ

び

販

高

O'
現
実
に
.お
.け
^.
変
動
特
性
を
計
量
的
に
分
析
し
、
産
業
間
の
比
較
を
試
み
た
。
こ
の

よ
ぅ
な
方
向
か
ら
の
研
究
は
、
産
業
構
造
の
変
化
を
経
済
学
的
に
分
析
す
る
こ
と
を
通
し
て
日
本
経
済
の
発

展

過

程

に

接

近

す

る

'
一

つ

の
重

要

な
 

手
掛
り
を
与
免
る
で
あ
ろ
ぅ
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*
云

う

ま

で

も
な
く
、
企
業
の
主
な
収
入
源
は
製
品
の
販
売
額

で

あ

る

。

そ

れ

か

ら

原

-#
料

消

費

®

等

と

職

価
償
却
費
を
控
除
し
た
額
が
純
付
加 

法
人
利
潤
、
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加

価

値

お
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び

売
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変
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